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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
重視すべきは、RMにおいては、例えば、メーカーについてみれば、特定の自部門における確実な業務展開による最適化（シックスσ導入）は、自分の所だけが良ければいいといった視点ではなく、自部門を最適化（組織の稼ぎ頭）にすれば組織全体を支え、組織にとってベスト（最適化）という視点で展開されてきたはずです。
　こうした考え方は、金融機関ついても言えます。金融危機前の状況では、例えばアメリカにおいて住宅ローンを組んだ銀行のある部門もそこが良ければ、銀行にとって良いと考え行動したと考えられます。その段階では、取引関係におけるリスクが見えていたわけです。
しかし、それが証券化され、金融市場で売買が行われる段階で証券化された商品の実態（リスク）が見えなくなり、そうした金融商品がリスクを増殖させていったといえます。それが、Collateralized Debt Obligation(債務担保証券）、特にCDS（credit default swap)等を通じ金融業界に影響を及ぼし、全体経済に作用し、他の業界にもリスクを増幅させていったわけです。不確実な社会におけるリスク増殖のスパイラルは、実際の社会が想定していたほど単純ではなく、相互連関がグローバルに進んでいたわけです。
ところで、次のスライドが示すのは、まさに部門に関係する、例えば部品メーカーであれば、それに関する規格要件を満たすことが前提とされるはずで、全体の設計・施行・監理等の事業体となる場合、無事に事業が行われて当たり前のことですが、万が一の場合を想定し、相互連関の世界で、一部門の問題が全体に及ぶという認識を共有するという視点です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
組織内の部門内の構成員、それぞれの部門間における構成員のリスクを読む先見性、人間行動の先を読むこと、これが不可欠

特定部門の最適化も、他部門での問題により、組織全体に問題が波及することは、これまでの例でも明白。

現在の進んだ技術も海外でのキャッチアップにより、やがて一般化・陳腐化
従って、常に革新を求める必要性あり。
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